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1 オ  ース ト ロネシア諸語における方位一 先行研究
Swelingrebel (1960) はインドネシア諸地域において「内陸方向」 と 「海
の方向」 を表す語が東西南北に援用されていることを述べている。 例えば、
スラウェシ島の南西に位置する、 南北に長い半島の西側で話されるマカツ
サル語 (Makassarese) では、rata「内陸」 を「東」 の意味にも用いる。この
半島の東側で話されるブギス語 (Buginese) では、 同源語である afaは、
「西」 の意味に用いる。 スラウェシ島を南北に流れる川の南側で話されるト
ラジヤ語(Toraja) では、同源語である da?aを、「北」 の意味に用いる(図
1)。 この「内陸方向」に対立するのが「海の方向」である。 パリ語(Balinese) 
では、これらの対立をkaoa 「内陸方向(< ke-?(tea)」 と、ke1od「海の方向
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図 1 スラウェシ島と各種族の位置
(< ke-1od)」 で表す。 前者は接頭辞ke- と、1'(tea「内陸方向」 からなり、後
者は接頭辞 ke- と、Zed「海」「川下」 から成る(Swelingrebel1960)。 同源
語は、 倉田 (1972) に記録されたブギス語Zaoe「海の方向」、 マカツサル語
lace「海側」 のほかに、インドネシア語(BahasaIndonesia) faut「海」 が
あると合田 (1977:271) は述べている。 二つの方向はそれぞれ、Dempwolf 
(1938:42) によって、 オーストロネシア祖語 (Proto-Austronesian, PAN) 
の *daya「内陸方向」、*laud「海の方向」 と再構されている。 本稿では、
Blust and Trussel (2013) によるオーストロネシア祖語再建形 *dayaと
*1ahudを用いる。
インドネシア諸地域の十数言語で「東西南北」 を調べたAdelaar(1997) 
においても、 この二つの方向表現が、 方位の基軸であり、 これらを基に他
の表現が派生されることを議論し、 オーストロネシア社会における「内陸
方向」 と「海の方向」 の重要性を示した。
台湾オ  ーストロネシア諸語における方位名称を調べたのが移川 (1940) 
である。 移川は15 言語 (アタヤル語 Atayal、 セデツク語Seediq、 サイシ
ヤツト語Saisiyat、ブヌン語Bunun、ツオウ語Tsou、ルカイ語Rukai、パ
イワン語Paiwan、 プユマ語Puyuma、 アミ語Amis、 パゼツへ語Pazeh、
バブザ語 Babuza、タオカス語Taokas、 シラヤ語Siraya、 カバラン語








文献を調べ、 最も古い文献の 1874 年から現代に至るまでの民俗方位の語
彙を概観する2。 その上で、インドネシア地域の「内陸方向」「海の方向」 と




1 ヤミ語 (Yami) も調査している。 ヤミ語が話される島は行政的に台湾に属す
るが、 ヤミ語はマラヨ= ポリネシア系の言語である。
2 「民俗方位」 について、 倉田(1972:123) は次のように説明する。「複数の民
俗社会に見出される '民間の常識' であり、 その社会のみ通用する「物指」
であり、 経験的な知識が基礎になって、 独自の「空間」 を創造し、 個別性、
独自性のある 「空間」 の位置づけを指していうのである。」 羅針盤などで決
定される科学的な方角とは異なる方法によるというのが重要な点である。 
においても、 この二つの方向表現が、 方位の基軸であり、 これらを基に他
の表現が派生されることを議論し、 オーストロネシア社会における「内陸
方向」 と「海の方向」 の重要性を示した。
台湾オ  ーストロネシア諸語における方位名称を調べたのが移川 (1940) 
である。 移川は15 言語 (アタヤル語 Atayal、 セデツク語Seediq、 サイシ
ヤツト語Saisiyat、ブヌン語Bunun、ツオウ語Tsou、ルカイ語Rukai、パ
イワン語Paiwan、 プユマ語Puyuma、 アミ語Amis、 パゼツへ語Pazeh、
バブザ語 Babuza、タオカス語Taokas、 シラヤ語Siraya、 カバラン語








文献を調べ、 最も古い文献の 1874 年から現代に至るまでの民俗方位の語
彙を概観する2。 その上で、インドネシア地域の「内陸方向」「海の方向」 と




1 ヤミ語 (Yami) も調査している。 ヤミ語が話される島は行政的に台湾に属す
るが、 ヤミ語はマラヨ= ポリネシア系の言語である。
2 「民俗方位」 について、 倉田(1972:123) は次のように説明する。「複数の民
俗社会に見出される '民間の常識' であり、 その社会のみ通用する「物指」
であり、 経験的な知識が基礎になって、 独自の「空間」 を創造し、 個別性、
独自性のある 「空間」 の位置づけを指していうのである。」 羅針盤などで決
定される科学的な方角とは異なる方法によるというのが重要な点である。 
2 セデック語パラン方言の系続
セデック語は台湾で話されるオ  ーストロネシア諸語である。 台湾のオ  ー
ストロネシア諸語は、20数言語あったとされるが (小川 1944)、 オランダ
殖民時代に始まる漢族の流入により 17 世紀から現在にかけて半数が消減
し、現在では山地に分布する10数の言語が話されるのみである。 台湾オ  ー
ストロネシア諸語内部の系続については研究者によって意見の食い違いが
あるものの、 本稿ではBlust(1999) に従い、 オーストロネシア祖語から最
初に分岐する 10言語群のうち、 9 語群が台湾諸語であるとの立場を採用
しておく。 残りの1 語群がマラヨ= ポリネシア祖語である。 マラヨ= ポリ
ネシア祖語に発する言語 (台湾以外のオ  ーストロネシア諸語のすべて) は、
フィリピン、インドネシア諸地域に始まり、 太平洋・ インド洋をまたがる
広域な範囲に分布する。 祖語から最初に分岐する語群ひとつが、 アタヤル
語群 (Atayalic subgroup) である。 ここには、 アタヤル語とセデツク語が
含まれる。 セデック語は、小川・ 浅井 (1935) によると、霧社方言とタロコ
方言の二つに分かれる (タロコ方言には、 タロコ支族系集落とトダ支族系
集落の二つが含まれることになる)。 
3 祖形 *dayaと *1ahudーセデツク語パラン方言にて
オーストロネシア祖語の *daa「内陸の方向」 は、 セデック語パラン方




語における day(は、 海の存在を示唆しない。 これは、 セデック族パラン
支族の住む士地が海に接していないことに由来するだろう。 「海」 という語
を表すにも gucilu0 「水溜り」、「池」、「湖」 を使って複合語を作らなければ
ならない(例:gucilur10 timu 「塩の池」3、 guciluf0 paru「大きい池」)。こ
3 Bulock (1984) に同等の表現が記録されている。 
のことにも、 海との疎遠さが現れている。 また、 「上流」 という言い方であ
るが、 筆者は2007 年から断続的にではあるが、 9 年間セデック語を調査し
てきたにもかかわらず、この概念を表す語を得たことがない。 移川 (1940) 





は hunac[hunats] である5。この語はちようどdayaの対極にあり、 高低
差のある土地の低い方面を指す。 祖語とパラン方言の形式は一見関連がな
さそうだが、 パラン方言内部の再建により、 セデック祖語は*rahutと建
てられる。 この語はセデック祖語から音位転換と語末の音変化、 rから n 
への変化を経ている (0chiai2016:317) 6。 以下で音韻変化の過程を説明
する。
現代パラン方言では、 tugu-hunacと tugu-r,ahuc「低いほうへ」 の二つ
が、 自由変異の関係にある (tugu- は方向を表す接頭辞である)。 また、
tu-rahuc「もっと低いほう、 別の方向の低いほう」 という表現もあり(tu- 
はここでは、「より遠いほう」 という意味を表す接頭辞である) 、この場合
は tu-h/u,nacと言うことはできない。 前者のrahucであるが、 語末のts は
tに由来するため、7早い段階では rahutと再建される。 そうなると、 オ  ー
ストロネシア祖語*1ahudとの関連は規則的音変化(PAN*1> Seediq r, 




ラン方言の音素は母音が5 つ、 a, e, 1,0, u, 半母音が2 つ j, w子音 17 個
(p, b, t, d, ts k, g, q, s, x, h,l, r, m, n, ]0, ?) ある。これらを表記に用い
るが、 異なる点は/ j/ は y、/ts/は cを用いるところである。 また、 語末に
二重子音 ui (表記は uy) がある。
6 語中で rから nへという音変化を経たパラン方言の形式は、 現在のところ
この語しか例がない。 しかし、1920年代以降に、 語末の rが nになるとい
う類似の変化が起きている。
7 楊 (1976) は、 tが語末で ts に変わることを共時的に説明している。 
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する。
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が、 自由変異の関係にある (tugu- は方向を表す接頭辞である)。 また、
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ストロネシア祖語*1ahudとの関連は規則的音変化(PAN*1> Seediq r, 




ラン方言の音素は母音が5 つ、 a, e, 1,0, u, 半母音が2 つ j, w子音 17 個
(p, b, t, d, ts k, g, q, s, x, h,l, r, m, n, ]0, ?) ある。これらを表記に用い
るが、 異なる点は/ j/ は y、/ts/は cを用いるところである。 また、 語末に
二重子音 ui (表記は uy) がある。
6 語中で rから nへという音変化を経たパラン方言の形式は、 現在のところ
この語しか例がない。 しかし、1920年代以降に、 語末の rが nになるとい
う類似の変化が起きている。
7 楊 (1976) は、 tが語末で ts に変わることを共時的に説明している。 
PAN語末 *d> Seediq t) で説明される。 恐らく、 セデツク祖語 *r,ahut 
から、 第一音節の raと第二音節huの音転移 (rahut> hurat) 、rの n 
への変化 (hurat> hunat) が起こり、 h/unatに変わったことになる8。 
4 セデック語パラン方言の民俗方位
4.1 Bulock(1874) における霧蕃語
本文献は台湾オーストロネシア諸語のうち、 水蕃語 (サオ語) 、 熟蕃
語 (パゼツへ語) 、 霧蕃語(セデック語) 、 平埔蕃語(シラヤ語) 、 卑南蕃
語 (プユマ語) の5 言語を実地調査し、 179 語をリストとして挙げている。 
Bulock(1874) による霧蕃語をセデツク語パラン方言と同定したのはAsai 
(1953:1-2) である9。このリストの157 番から 160番までが順に北、 南、
東、 西である。 表 1 では、Bulock(1874:48) の霧蕃語と現代パラン方言
での対応形、 セデック祖語の形式を示す。 以下、 現代パラン方言の形式は
筆者の調査による。 
表1: Bulock(1874) における東西南北













まず 「北」 であるが、 霧蕃語の形式は*taga- という接頭辞と、*narat 
8 埔里盆地付近に住むアタヤル系の人々が 「ムラウツ」 と呼ばれたという記述
がある (移川・ 宮本・ 馬淵1935:76)。「ムラウツ」 は、mu-rah,ut「低いところ





いた。 g が nの前に来ることで、 現代パラン方言と一致する。 
「右」 という語から成る。 接頭辞*taga- は、 現代パラン方言では強勢音節
前の母音中和 (uへの中和) が起こるため、 tugu- になる。この接頭辞は、
方向「~の方へ向かって」 (tugu-daya「山の上へ向かって行く」) やその
方角の人  々(tugu-daya 「山の上の方の人  々(セデック族パラン支族の別
名)」) を表す11。 セデック祖語*na,rat 「右」 は現代パラン方言では、語末
の tの ts への変化を経て、 narac[narats] となる12。「北」 という意味を
表す語として、 Bulockが得たのは 「右の方」 という意味であったことが
わかる。 霧蕃語の「南」 は、接頭辞 *taga- と*iri1「左」 から成る13。「南」
という意味を表す語として、Bulockが得たのは 「左の方」 という意味で
あったことがわかる14。「東」 の霧蕃語は、 まさしく dcvya「上手」 の反映
形である。「西」 は「下手」 である。 霧蕃語の東西南北は上手、 下手、 左、
右という表現を用いていることがわかる。 
4.2 伊能 (1996) における後山蕃語
伊能嘉矩は、 1897 年の5 月から 12 月まで当時の日本政府の要請を受け
て、 台湾先住民族の人類学的調査に従事したことがある。 その際に日誌と
して記録していたフィールド調査ノ トー が、 伊能(1996) として中国語に
翻訳され出版された。 本書によると、 霧社 (セデック族パラン集落) には




11 ほかに、tugu- という接頭辞は身体部位の露出「~ を出す」 (tugu-pu1,aq 「臀
部を露出する」、 puyaq 「臀部」) を表す用法もある(落合 2016:172-173)。 
12 オーストロネシア祖語の「右」 は *ωanaN と再建されている(Blust and
「「russel2013)。 セデック祖語と関連するだろうが、 反映形に至るまでの音
変化については今後の課題とする。
13 オーストロネシア祖語の「左」 は、 *ωiRiと再建されている(Blust and
「「russel2013)。 セデック祖語は、この形式の反映形といえるだろうが、 ω
の脱落や語末の 1 の付加など説明されるべき点は残る。
14 因みにBulock(1874) に右・ 左の項目は記録されていない。
15 北蕃に対峠するのが、 南蕃である。 南蕃はブヌン族を指す。 
「右」 という語から成る。 接頭辞*taga- は、 現代パラン方言では強勢音節
前の母音中和 (uへの中和) が起こるため、 tugu- になる。この接頭辞は、
方向「~の方へ向かって」 (tugu-daya「山の上へ向かって行く」) やその
方角の人  々(tugu-daya 「山の上の方の人  々(セデック族パラン支族の別
名)」) を表す11。 セデック祖語*na,rat 「右」 は現代パラン方言では、語末
の tの ts への変化を経て、 narac[narats] となる12。「北」 という意味を
表す語として、 Bulockが得たのは 「右の方」 という意味であったことが
わかる。 霧蕃語の「南」 は、接頭辞 *taga- と*iri1「左」 から成る13。「南」
という意味を表す語として、Bulockが得たのは 「左の方」 という意味で
あったことがわかる14。「東」 の霧蕃語は、 まさしく dcvya「上手」 の反映
形である。「西」 は「下手」 である。 霧蕃語の東西南北は上手、 下手、 左、
右という表現を用いていることがわかる。 
4.2 伊能 (1996) における後山蕃語
伊能嘉矩は、 1897 年の5 月から 12 月まで当時の日本政府の要請を受け
て、 台湾先住民族の人類学的調査に従事したことがある。 その際に日誌と
して記録していたフィールド調査ノ トー が、 伊能(1996) として中国語に
翻訳され出版された。 本書によると、 霧社 (セデック族パラン集落) には




11 ほかに、tugu- という接頭辞は身体部位の露出「~ を出す」 (tugu-pu1,aq 「臀
部を露出する」、 puyaq 「臀部」) を表す用法もある(落合 2016:172-173)。 
12 オーストロネシア祖語の「右」 は *ωanaN と再建されている(Blust and
「「russel2013)。 セデック祖語と関連するだろうが、 反映形に至るまでの音
変化については今後の課題とする。
13 オーストロネシア祖語の「左」 は、 *ωiRiと再建されている(Blust and
「「russel2013)。 セデック祖語は、この形式の反映形といえるだろうが、 ω
の脱落や語末の 1 の付加など説明されるべき点は残る。
14 因みにBulock(1874) に右・ 左の項目は記録されていない。
15 北蕃に対峠するのが、 南蕃である。 南蕃はブヌン族を指す。 
蕃」 という名称を用いる。 北蕃の中の後山蕃とは現代部族名では、 セデッ
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[ ] で補った。 それらに対応する現代パラン方言も加えた。 










「東」 は、Bulockの霧蕃語のように、 d(】Ila「上手」 を表そうとしてい
ると予測される。「東」 以外は、Bulockの形式とは異なっている。 特に、
「西」 と「南」 の形式の類似が目に付く。これらは現代パラン方言で、 違い
場所を指す指示詞として用いる表現である。 伊能 (1996) の「南」 は、現代
パラン方言の hual 「向こう側、もっと遠く」 に相当し(伊能の資料から
はhcuoali と推定される) 、「西」 は、このhaal に、 接頭辞の ta- が付い




も、「あちら、 遠くの方」 という表現で代替していることがわかる。 各方位
に特に定まった言い方がないため、 西方向も「あちら」 であり、 南方向も
「あちら」 であるが、 二回同じことを言うのを避けるため、 一方では接尾辞
を付加して 「別方向のあちら」 ということを意図したのではないだろうか。 
16 Bulock(1874) にも同源語が記録されているように、 daaであることは確
実なのだが、 分節音の dがこの表記には現れていない。 もしかすると、 語頭
の iは、 本来 l の上に符号を加えたものだったのかも知れない。 現代パラン
方言において、 1 とdとは区別の困難な語が散見する。 
「北」 に関しては、 方向表現ではなくて、 地形を表す名詞 「裏山」 で代替
している。 伊能が、北を指して「あちらの方角はなんと言うか」 と尋ねたと
きに、 それがちようど、 裏山のある方角に面していたのであろう。 Bulock 
(1974) では、右・ 左・ 上手・ 下手を用いた。 伊能では daya「高いほう」 が、
Bulockと共通に 「東」 に用いられているのみで、 ほかは指示詞や地形名
詞を用いる。 この二つの文献のみの比較からも、 南北を表す語が一定では
ないことが読み取れる。 
4.3 佐山 (1917) における霧社蕃語
本書は、 台湾の日本続治時代 (1895-1945) に、 臨時台湾旧慣調査会とい
う機関が、 各台湾先住民族について人類学的な調査を行った記録である。
サ ゼ クセデック族も含まれるが、 本書では紗績族と呼ばれている。 セデック族の
タウダー3 支族のうち、 南投廳 (現在の南投縣) における3 支族 (霧社蕃、章各、佗蕃、
トロツク タ ロ コ タウサイ卓準蕃)、と花蓮港廳(現在の花蓮縣) における3 支族太魯閣蕃、 話、賽蕃、
モツクイ木瓜蕃) について記載している。 南投縣側のセデック族3 支族の一派は、
約 350年ほど前に中央山脈を越えて花蓮縣側に移住し、 新たな集落を築い
たという歴史がある (馬淵 1954)。 霧社蕃が木瓜蕃の旧居住地、 範佗蕃が
章各、賽蕃の旧居住地、 卓筆蕃が太魯閣蕃の旧居住地に当たる。 このうち霧社
蕃がセデック族パラン支族である。
本報告書は、付録において 6 支族 (8 集落) の208 項目の語彙をカタカナ
表記で記録している。 その中に、「東」 と「西」 が含まれる。「北」 と「南」
は項目として挙げられていない。 また、 本報告書は最近になって、 台湾の
中央研究院民族学研究所が中国語に翻訳する作業を行い、2011 年にセデッ




中国語翻訳本において対応するローマ字表記を表 3 に示す。 報告書のカタ
カナは、 筆者が当時の発音を推測しローマ字表記に直した。 劉編(2011) 
における現代ローマ字表記は次末音節以前の中和母音を書かない方針であ
るが、 それを筆者が[ ] で補った。 
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セデック語パラン方言は、 1920年代から 1960年代にかけて一 連の音
変化を被っており、 その一例が、 語末二重母音の単母音化である (落合
2015)。 ローマ字化されたセデック語は変化後の、 現代の発音を反映して
いる。 『紗績族調査報告書』 が発行された 1917 年当時の発音は古い特徴を
保っている。
佐山の記録した「ヒーダウ」 は太陽の意味である。 Asai(1953) は1927 
年に行ったセデック語パラン方言の文法書であるが、ここでも hid(m など
と語末二重母音で記されている。 現代パラン方言では語末二重母音の単母
音化 (aω>o) により、劉編(2011) に見られるようにhideとなる。 次に、
「東」 という語に含まれるボボアンであるが、これは 「上」 という語に由来
する。 Asai(1953) において、「上」 はboubou などと記されている。 二重
母音の単母音化を被っていないタロコ方言では、 babaωである。 このこと
からセデック祖語として *baωbaωが再建される。「ボボアン」 は、 baωbaω
(あるいは、Asai(1953) のように boωboωと成っていたかもしれない) に、
場所態現在形接尾辞 一anが付されたものである。 baωbaω一an hidaωで、
太陽が上るところ、 という意味であろう。




17 セデック語において rか g で反映される音素は、 オーストロネシア祖語の
R (有性軟口蓋摩擦音) に相当する (Lil981)。 
まず、現代パラン方言のguqianは、geqi 「差し込む、挿入する」 の場所
態・ 現在時制形である。 語幹 geqi に場所態現在形接尾辞 一anが付く が、そ
れらの境界に起こる母音連続を回避するため、 渡り音が挿入される。 前部
が前舌高母音の場合は1,/j/が挿入される (後舌の場合は ω が挿入される) 
ため、ここではgeqi-an> qeqi-anとなり、 強勢前の中和によりgu(11,an 
を得る。 現代パラン方言において、 この形式は、 g とrでゆれることはな
く、ruqiljanとは言わない。 ただ、 佐山(1917) の形式を見る限り、 当時
は、 rgqi1,-(1,nとgo(fly-anでゆれていたと予想される。 rg(rtf,-an hidaωは、
太陽が山脈の稜線に入り込むところ、 という意味である。
「東」 は、Bulock(1874) においても、1897 年の伊能の調査 (伊能1996) 
においても d(:L1,a 「上手」 であったが、 本文献は、daaを用いずに太陽の
動きを方位表現に持ち込んでいる。 「東」 という概念を表すために、 新たに
作られた表現だろう。「西」 も同様、 Bulock(1874) における、 hunat「下
手」 や、 1897年の伊能の調査 (伊能 1996) における、 ta-h(1,0(:Lil 「あそこ」
とは異なり、 太陽を用いて表現している。 




ものである」 と述べている。 ここで言う霧社語とは、 すなわちセデック語
パラン方言のことである。 セデック語パラン方言について、 入門と会話集
に分けて例文を示しているほか、 付録として単語編も収められている。こ
の単語集の中に、「東西南北」 が記載されている (赤間 1932:124)。 本書に
おいて、 表記は、 カタカナを用いている。 表4 では、 赤間による霧社語の
表記と筆者による推定音価を [ ] で示し、 筆者の調査データから現代パ
ラン方言の対応形を加える。
「東」と「西」については、Bulock(1874) と同様に、セデツク祖語*daya 
「上手」 と*hunat「下手」 に由来する形式を用いている。「東」 がd(1,jaで
ある点は、 伊能 (1996) も同様である。「北」 と「南」 は、 伊能(1996) に
おける「西」「南」 と同様、 遠称の指示詞hMoali 「あそこ」 を用いる。「南」
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が前舌高母音の場合は1,/j/が挿入される (後舌の場合は ω が挿入される) 
ため、ここではgeqi-an> qeqi-anとなり、 強勢前の中和によりgu(11,an 
を得る。 現代パラン方言において、 この形式は、 g とrでゆれることはな
く、ruqiljanとは言わない。 ただ、 佐山(1917) の形式を見る限り、 当時
は、 rgqi1,-(1,nとgo(fly-anでゆれていたと予想される。 rg(rtf,-an hidaωは、
太陽が山脈の稜線に入り込むところ、 という意味である。
「東」 は、Bulock(1874) においても、1897 年の伊能の調査 (伊能1996) 
においても d(:L1,a 「上手」 であったが、 本文献は、daaを用いずに太陽の
動きを方位表現に持ち込んでいる。 「東」 という概念を表すために、 新たに
作られた表現だろう。「西」 も同様、 Bulock(1874) における、 hunat「下
手」 や、 1897年の伊能の調査 (伊能 1996) における、 ta-h(1,0(:Lil 「あそこ」
とは異なり、 太陽を用いて表現している。 
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ある点は、 伊能 (1996) も同様である。「北」 と「南」 は、 伊能(1996) に
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では、 これに接頭辞をつけることで表現している。 伊能(1996) では西・ 南
がどちらも「あちら」 と呼ばれたが、 赤間 (1932) では「あちら」 と呼ばれ
る方角が、 北と南という対極をなす方位に変わっている点が興味深い。 移
川 (1940) による、 台湾オーストロネシア諸語は南北を表わす語に欠ける
という観察に合致する。
ところで、 パガリ 「北」 に当たる現代パラン方言は、pa-hfLuoali (または
pa-ati) と再現できるが、 実際はこのような形式を筆者は耳にしたことが
ない。 因みに、 pa- は、 使役の機能を持つ接頭辞である。 さらに、 文字の
不鮮明のため、「ハ」 の右上にあるのが、 丸か二重点か判別しづらい。 「パ」
または「バ」 両方の可能性がある。しかし、筆者は「ハ」 右上に何かの手違
いで印を付けてしまったのではないかと考える。 「ハガリ」 ならば、 haal 
に相当する。 これは、 現代パラン方言のhuloali に対応する。
「南」 に関して言えば、遠称の指示詞hcu0(11 「あそこ」 に接頭辞のta- が
付いている。 赤間は「タガリ」 と表記しているため、この時代のパラン方
言では、まだ ta- と発音されていたらしい。このta- が接頭した形式は、伊
能 (1996) では「西」、赤間(1932) では「南」 を表している。 西・ 南・ 北と
いった方位を指す表現が、 その場の状況に応じて随意的に作られているこ
とがわかる。 
4.5 移川 (1940) におけるバーラン社方言
先に紹介した移川 (1940) からパラン方言の東西南北を抜き出して表 5 
に示す。 東西南北を表す語についての移川の注釈 ( 方位名称の本来の意義) 
と現代パラン方言の形式と意味も加えた。 なお、 移川の言うバーラン社と
はパラン (霧社) のことである。
表5: 移川 (1940) のバーラン社放言














移川の東西南北の形式はすべて赤間 (1930) と一 致する。 赤間と移川の
形式を比較して多少音声表記に修正を加えると、 東は d(:L1,a「上手」、 西は
hunat「下手」、 南はta-hcu;1(1,1 「違くのあそこ」、 北はhcu0,al 「あそこ」 と
いうことになる。 
4.6 車編 (2009) におけるTgdaya方言
本書は、セデック語の三方言 (パラン方言・ トダ方言・ タロコ方言) につ
いて、身体、親族、食物など意味種別ごとに、数百の単語をリストした語彙
集である。 ここでは Tgdayaと呼ばれる方言がパラン方言に相当する(脚
注8参照)。 その中に、「東」「西」「北」 の項目があるが、「南」 は載ってい
ない (表6)。 本書では、次末音節より前の母音(中和母音) を記さない方針
であるが、 本稿では示している。 筆者による直訳を< > 内に示す。 
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注8参照)。 その中に、「東」「西」「北」 の項目があるが、「南」 は載ってい
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tugu-baro, tugu-daya <上のほう、 上手のほう> 
「東」 と 「西」 は複合表現を採っている。 セデック語では後部が修飾要素
で全部が修飾される要素である。 これらの後部hideは 「太陽」 を意味する
語である。
「東」 の前部bur,し1,anは、 hiru「照る」 の場所態現在形である18。 語根
に接尾辞 一anが付され、さらに母音弱化と母音変化、 渡り音の挿入により
hureanを得る(hiru-otn> huru-an> hure-an> hufre-yan)。 hurean 
hideは、「太陽が照る方」 という意味である。このように「太陽」 を方位
表現に導入しているところは、『紗績族調査報告書 (1917) 』 (佐山 1917) 
と同様である。
「北」 に関しては、これまでの「右の方」 (Bulock 1874) 、「裏山」 (伊
能 1996) 、「あちら側」 (赤間 1932) のどれとも異なり、この三つの文献に
おいて、「東」 を現していた d(1flJaが用いられている。 以前の文献では「東」




いる。 民俗方位の基本に据えられているのは、 傾斜の上 (daya) か傾斜の





18 著者が調査で得た形式は huri1an である。 
霧社一帯の旧集落 (海抜千メ トール以上) から、 台湾中央に位置する埔里
という街の北西に位置する低海抜地(海抜四百メートル強) に移住した。 
移住後の集落の一つである、 グルバン (Gluban) 集落において、 dayaと
hfLnacは、 現在でも方位表現として用いられ、 集落内で高低差のある区画
を、 alaり daa「坂の上の集落」、ala hunac「坂の下の集落」 と呼んでい
る(alate 「集落、 村」)。これらの区画を、 無理やり東西南北に当てはめる






筆者は 2015 年 11 月、 セデック族パラン支族のグルバン集落において、
方位について 30分ほど聞き取りを行った。 調査協力者は、 グルバン集
落出身でグルバン集落在住の 70代前半の女性と、 パラン支族ナカハラ
(Nakahara) 集落出身でグルバン集落在住の70代後半の男性である。 その
結果は、『紗績族調査報告書』 (佐山1917) と全く同じであった(表7)。 協
力者の両人から東はbubuω一an hide「太陽の昇るほう」、西はgu(rtyan hide 
「太陽の入り込むほう」、という表現を得た。 ただし、「北」 と「南」 につい
ては、 しばらく考え込み、「loin(別のほう) は、 どういうか?」、「narac 
(右) 、1mn(左) と昔、 言っていたような気がするけど、 どっちを指すかわ
からない」 など言葉を交わし、最終的には、「わからない」 が結論であった。 
'9 また、 山の斜面など、 傾斜のあるところに付けられた道がある場合、 道の両側のうち、 高低差の高いほうを da1a eluと呼び、 低いほうをforma eluと
呼ぶ (toma「下」、elu「道」)。 
霧社一帯の旧集落 (海抜千メ トール以上) から、 台湾中央に位置する埔里
という街の北西に位置する低海抜地(海抜四百メートル強) に移住した。 
移住後の集落の一つである、 グルバン (Gluban) 集落において、 dayaと
hfLnacは、 現在でも方位表現として用いられ、 集落内で高低差のある区画
を、 alaり daa「坂の上の集落」、ala hunac「坂の下の集落」 と呼んでい
る(alate 「集落、 村」)。これらの区画を、 無理やり東西南北に当てはめる






筆者は 2015 年 11 月、 セデック族パラン支族のグルバン集落において、
方位について 30分ほど聞き取りを行った。 調査協力者は、 グルバン集
落出身でグルバン集落在住の 70代前半の女性と、 パラン支族ナカハラ
(Nakahara) 集落出身でグルバン集落在住の70代後半の男性である。 その
結果は、『紗績族調査報告書』 (佐山1917) と全く同じであった(表7)。 協
力者の両人から東はbubuω一an hide「太陽の昇るほう」、西はgu(rtyan hide 
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からない」 など言葉を交わし、最終的には、「わからない」 が結論であった。 
'9 また、 山の斜面など、 傾斜のあるところに付けられた道がある場合、 道の両側のうち、 高低差の高いほうを da1a eluと呼び、 低いほうをforma eluと
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表 7: 現代セデック語パラン方言の東西
東西南北 bubuω一an hide 「太陽の昇るほう」
guqtljan hide 「太陽の入り込むほう」
4.8 先行研究における方位表現のまとめ













































「東」 は、4 つの文献(Bulock 1874、伊能1996、赤間1932、移川1940) 
において、 d(1,j(L「上手」、 残りの2 つで baωbaω一an hidaω「太陽の上ると
ころ」 (佐山1917) 、hurean hide「太陽の照るところ」 (辜編2009) と
表現されている。
「西」 は、3 つの文献 (Bulock 1874、赤間1932、移川1940) におい
て、hunat/hunac「下手」、2 つの文献 (佐山1917、 辜編2009) において、
rgqi1,-an hidaω/guqi1,an hide「太陽の入り込むところ」、 残りの1 つ (伊
能1996) において、 ta-fl,・ul7ati「あそこ」 と表現されている。
「南」 は、Bulock(1874) において、 taga-iri1「左側」 と表されている。 
伊能(1996) において、hcu;1(11 「あそこ」、赤間(1932) と移川(1940) も類
似の ta-hufoati「あそこ」 と表している。
「北」 は、Bulock(1874) において、taga-nar,at「右側」と表されている。 
伊能 (1996) においては、 rib[Lq 「山の裏側」 と表す。 赤間(1932) と移川






下手は hunat(セデック祖語 *r,ahut) と表す。 セデック語の民俗方位の軸
は、 傾斜の高低の二極である。 
5 事例 : 中央山脈を越えたパラン支族の「東」 と「西」
ここまでセデック語パラン方言の方位は傾斜を基本とすることを述べ
た。 セデック語パラン方言は、 台湾を南北に貫き、3000メ トールを超える
山頂をもつ山脈がひだのように重なり合う、中央山脈の西に位置している。 
この山脈を越えて、 東へ移住したセデック族パラン支族の一派は、 木瓜蕃
(Mukuy) と呼ばれ、 パラン方言の亜種を話す。 この亜種をここでは、 ムツ
クイ方言と呼ぶ(図2)。
中央山脈をはさんで、 傾斜は逆転する。 西側では、 頂上へ向かって東へ
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図 2 パラン集落とムツクイ集落
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行く ほど海抜が高くなる。 東側では、 頂上へ向かって、 西へ行く ほど海抜
が高くなる (図 2 において南投縣と花蓮縣の堺がおおよそ山の稜線に当た
る)。 中央山脈の東に住むムツクイ支族と、 西に住むパラン支族の位置の違
いにより、 方位表現にどのような違いが現れるか興味深いところである。
『紗績族調査報告書』 (佐山 1917:付録 140) に、 ムツクイ方言 (木瓜蕃) 
の「東」 と「西」 がカタカナ表記で収められている。 表 9 に、この文献に
見られるムツクイ方言の東西 (佐山 1917) とパラン方言(赤間 1932) の対
照を示す。 カタカナ表記は、 本稿筆者が [ ] 内に、 推定音化を補った。 
表 9: ムツクイ方言とパラン方言の東西
東 西
ムツクイ方言  フナツ、 ホナツ  ダヤ





表 9 では、 東西が逆転していることがわかる。 ムツクイ方言の表すとこ
ろの、d(1,a「西」 とhunat「東」 は、 パラン方言のdaya「東」 とhunat 
「西」 となっている。 話者の位置によってdaaが、 東にも西にも用いら








セデック語パラン方言の方位表現を1874 年から 2016 年現在まで時代を
追って眺めてきた。 これらの調査資料を続合すると、 方位の軸となるのは
傾斜であり、 上手が daya、 下手がhunacで表現されると言える。これら
はオーストロネシア祖語の *daya「内陸方向」 と*1ahud「海の方向」 に相
当する語である。 Kern(1889) はマラヨ= ポリネシア族の*day(「内陸方
20移川 (1940:136, 130) はセデック語タロコ方言の東西も記録している。 タロ
コ集落はムツクイ集落と同様に中央山脈の東に位置する。 タロコ方言におい
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セデック語パラン方言の方位表現を1874 年から 2016 年現在まで時代を
追って眺めてきた。 これらの調査資料を続合すると、 方位の軸となるのは
傾斜であり、 上手が daya、 下手がhunacで表現されると言える。これら
はオーストロネシア祖語の *daya「内陸方向」 と*1ahud「海の方向」 に相
当する語である。 Kern(1889) はマラヨ= ポリネシア族の*day(「内陸方
20移川 (1940:136, 130) はセデック語タロコ方言の東西も記録している。 タロ
コ集落はムツクイ集落と同様に中央山脈の東に位置する。 タロコ方言におい
ても西を daaと言う。 東は「peso本の意、日の本」 を用いるという説明が
ある。 
向」 と *Zahud 「海の方向」 について以下のように述べている21。 
・ ・ ・ 一つの事実がある。 それは、 方位の一つを 「海の側」 と言い、
その反対の方位を「内陸または高地」 と呼ぶ、 マライ・ ポリネシア
族に広く ゆきわたっている習慣である。 この相対的な方位感覚を示
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Folkloric System of Direcction in Paran Seediq




It is said that many Formosan languages use'uphil' and'downhil' as 
directional expressions. It is also suggested that the mountain range 
that runs from north to south causes the diference of directional ex- 
pressions in the east side and west side of the mountain. This paper 
examines directional terms in the Paran dialect of Seediq(Atayalic, 
Austronesian), from six previous studies with publication dates rang- 
ing from 1874 to2009, as wel as providing the data from the author's 
fieldnotes. The cardinal directions are either expressed by d(1ja'up- 
hil', unat'downhil', taaZ'there', narat'right', rn'left',or the 
compounds with the word for sun'. These words do not show clear 
correspondence among these studies. For example, 'there' can refer to 
the north, west, and south. However, d(:Ila'uphil' and hunat'down- 
hil' seem to be rather stable expressions referring to the east and west. 
It can be said that a slope plays a role of the axis of the directional 
expressions. One group of Paran tribe who migrated to the east side 
of the mountain reversed the use of these words, so that d(:tv(1 refers to 
the west and hun(:t refers to the east. 
Keywords: Formosan languages, Seediq, geography, directions 
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